
関宮小中学校義務教育学校開校要覧 
令和元年 10月 

はじめに 

平成 27年度から４年間に渡って取り組んできた小中一貫教育のさらなる充実を目指し、令

和２年４月、関宮校区に義務教育学校を開校します。 

関宮校区は小中学校が同一校地内にあり、教育熱にあふれ協力的な地域という好条件に恵ま

れています。この好条件を生かし、義務教育９年間を一貫し、地域と一体となった教育活動に

取り組み、「関宮でしかできない教育、関宮でなければできない教育」を進めていきます。  
○教科担任制や複数指導を推進します。 
１～６年生は学級担任制、７～９年生は教科担任制を基本としながら、前期課程担当教員

と後期課程担当教員の相互乗り入れによる指導体制で、教科担任制や複数指導体制の拡大・

推進を図ります。 

 

○学びのつながりを大切にした教科指導を行います。 
学ぶ内容や子どもの発達段階を踏まえ、前期課程（現小学校１～６年生）と後期課程（現

中学校１～３年生）で、９年間を見通した系統的・継続的な教科指導を行います。  
○地域を大切にした教育を推進します。 
特別活動や総合的な学習の時間などで、地域の協力を得ながら、“地域の中で”“地域につ

いて””地域の人と”学ぶ「ふるさと科」（仮称）を推進します。  
○思いやりの心や規範意識などを育てます。 
１年生から９年生までの異学年交流を通して、下級生に対する思いやりの心や上級生に対

する憧れの気持ち、集団生活における規範意識など、精神的な発達や社会性の育成を図りま

す。 

 

○全職員で、全ての子どもを育成します。 
児童生徒の成長の過程や家庭環境・交友関係の変化等の情報を教職員間で共有し、９年間

を通した個に応じたきめ細やかで丁寧な生徒指導を全職員で行います。  
○後期課程への円滑な成長をサポートします。 
教科担任制を推進したり、北校舎での学習を取り入れたりするなど、６年生から７年生へ

の段階的な移行を進めます。 

 

 以上は、開校とともに始まるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）による「地域

とともにある学校づくり」の推進によってより充実したものになります。地域とともに子ども

たちの学びを支える仕組みを構築して、関宮校区住民の夢が集い、コミュニティの核となる義

務教育学校を目指します。 

 



１ 開校時期 

・令和２年４月１日に開校する。 

２ 名称 

 ・養父市立関宮学園とする。 

３ 位置 

・養父市吉井 180番地とする。 

 ・当面、電話番号、ＦＡＸ番号は、前期課程は小学校、後期課程は中学校の番号を引き継ぐ。 

４ 校訓 

 ・中学校の校訓「敬 愛 信」を引き継ぐ。 

５ 校章 

 ・養父市民から公募し、開設準備委員会での協議、市教育委員会の承認を経て、学校で決定する。 

６ 校歌 

 ・現行の小学校、中学校の校歌を引き継ぐ方向で、開設準備委員会での協議、市教育委員会の承

認を経て、学校で決定する。 

・おもに、前期課程では小学校の校歌を、後期課程では中学校の校歌を歌う。合同行事等では、

開会時では小学校の校歌、閉会時には中学校の校歌を歌うなど、工夫する。 

７ 開校記念日 

 ・開校式をする日（４月７日）とする。 

８ 通学区域 

・現行の三宅、大谷、万久里、尾崎、関宮、吉井、出合、葛畑、別宮、小路頃、川原場、外野、草

出、梨ケ原、丹戸、奈良尾、福定、大久保とする。 

・スクールバスの運行等、遠距離通学児童生徒の通学費等の補助については、現行どおりとする。 

９ 学年 

 ・「小学校１～６年生、中学校１～３年生」ではなく、「１～９年生」と呼ぶ。 

10 教職員配置 

・現行の小学校と中学校と同等の標準で配置される。 

11 教室配置 

・１～６年生は南校舎（現小学校）、７～９年生は北校舎（現中学校）で学習する。ただし、教科

担任制を推進するため、６年生は北校舎で学習することも検討する。 

 ・南校舎と北校舎を一体的に活用し、１～９年生が両校舎を頻繁に行き来できるように努める。 

12 授業時間、校時表 

 ・授業時間は、南校舎は 45分、北校舎は 50分とする。 

 ・今後、例えば、南校舎と北校舎の１、３、６校時の開始時刻を同じにして、教科担任制や複数

指導を推進することを検討する。 

13 教育課程 

 ・小・中学校の学習指導要領（学校が教科等で教える内容を定めたもの）に示された内容を学習

する。市内の小・中学校と同じ教科書を使用する。 

・新しい学習指導要領は、小学校及び義務教育学校（前期課程）は令和２年度から、中学校及び

義務教育学校（後期課程）は令和３年度から完全実施となる。 

 ・既存の取組等を整理・統合し、地域の協力を得て、特別活動や総合的な学習の時間等を活用し

た、「ふるさと科」（仮称）を推進するなど、特色ある教育課程を編成することを検討する。 



14 指導形態（学級担任制／教科担任制） 

・児童生徒の発達段階を踏まえ、１～６年生は学級担任制を基本とするが、教科担任制も併用す

る。７～９年生は教科担任制とする。 

 ・教師の専門性を生かし、教科担任制や複数指導を推進する。 

15 入学式、卒業式 

・１年生の入学式、９年生の卒業式は現行どおり行う。 

 ・６年生の卒業式は、前期課程修了式とし、市内小学校６年生の卒業式と同一日に行う。 

 ・７年生の入学式は、進級式とし、市内中学校１年生の入学式と同一日に行う。進級式を行なっ

た後１年生の入学式に参加する。 

 ・１年生の入学式は１～９年生、６年生の修了式は１～６年生、７年生の進級式は７～９年生、

９年生の卒業式は６～９年生が参加する。 

16 学校行事 

・県や市の事業は現行どおり行う。［例：自然学校（５年生）、「トライやる・ウィーク」（８年生）］ 

 ・修学旅行は現行どおり６年生、９年生で行う。 

 ・運動会、マラソン大会、避難訓練等を合同で行う。 

 ・地域と連携した行事は現行どおり行う。 

・小中一貫教育の観点から、前期課程でも後期課程でも行われている行事で、目標が同じである

ものについては、精選、または内容の工夫をする。 

 

令和２年度予定 

月 合同 前期課程（１～６年生） 後期課程（７～９年生） 

４ 開校式、始業式、入学式 

授業参観、ＰＴＡ総会 

家庭訪問 進級式、家庭訪問 

５  こいのぼり運動会、自然学校、

修学旅行 

「トライやる・ウィーク」 

修学旅行 

６ 避難訓練   

７ 終業式  中学校総合体育大会 

８ 始業式   

９ 運動会   

10 マラソン大会、教育講演会  わくわくオーケストラ教室 

11  学習発表会 文化祭 

12 終業式   

１ 始業式 書き初め大会、入学説明会 進級説明会 

２  スキー教室（３回） スキー教室（１回） 

３ 卒業式（６～９年生） 

修了式 

６年生を送る会、 

前期課程修了式 

９年生を送る会 

 

 

 

 



17 部活動 

・野球部、男女バスケットボール部、吹奏楽部、バレーボール部（休部中）、陸上競技部（特設）、 

スキー部(特設)を設置する。 

 ・現行どおり、７～９年生が活動する。 

18 給食 

 ・１～６年生は市内の小学校と、７～９年生は市内の中学校と同じ条件で提供する。 

 ・南校舎のランチルームで１～９年生が一緒に昼食をとる機会をつくる。 

19 制服、体操服、鞄 

 ・制服は現行どおり７～９年生が着用する。デザインについては開設準備委員会で検討する。 

 ・体操服は、半袖半ズボンについては１年生～９年生が同一のデザインのものを着用する。長袖

長ズボンについては７年生～９年生が同一のデザインのものを着用する。但し１年生～６年生

も着用可能とする。いずれも男女兼用とし、デザインは開設準備委員会で検討する。なお、旧

体操服（現行）も着用可能とする。 

 ・鞄は、１～６年生はランドセル、７～９年生は現行の横型３ＷＡＹバッグとする。 

20 生活のきまり 

 ・全学年統一したものと、前期課程・後期課程等に応じたものを考える。 

21 児童会、生徒会 

 ・現行どおり４～６年生は児童会、７～９年生は生徒会を組織し、活動を行う。 

 ・児童会、生徒会合同活動を積極的に取り入れる。 

22 ＰＴＡ組織 

 ・ＰＴＡで検討するが、１～９年生の保護者が 1つの組織として活動する。 

23 同窓会組織  

 ・同窓会で検討する。 

24 地域との連携協働 

・開設準備委員会を学校運営協議会に移行し、コミュニティ・スクールとする。学校と保護者や

地域住民がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協働しながら子ども

たちの成長を支え、「地域とともにある学校づくり」を推進する。 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生 

教室配置 南校舎（現小学校）  北校舎（現中学校） 

授業時間 45分  50分 

教育課程 小学校学習指導要領 中学校学習指導要領 

指導形態 学級担任制 教科担任制 

おもな学校行事 
入学式  環境体験 山の学校 自然学校 修学旅行 

修了式 

進級式 

ｵｰｹｽﾄﾗ 

トライやる 修学旅行 

卒業式 

部活動 期間限定 年間 

制服 なし あり 

体操服 同一デザイン 

児童会・生徒会  児童会 生徒会 

ＰＴＡ組織 合同 

 


